
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 65項目
問題あり： 4件
要確認： 8件
問題なし： 53件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

記載内容： 「岡山県第3区選出（旧岡山5区）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 首相官邸や最新の選挙結果によると、加藤氏は現在岡山県第3区（2022年区割り変更後）で、以前
は岡山5区

記載内容： 「1955年11月22日生まれ」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 複数の公式資料で一致確認

記載内容： 「東京都出身」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公式プロフィールで確認

記載内容： 「加藤六月元農相の薫陶も得て」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公式経歴に記載。加藤六月氏の娘婿

記載内容： 「こども基本法」成立が「2022年6月15日」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： こども家庭庁公式サイトとWikipediaで確認。2022年6月15日参議院本会議で可決成立

2. 数値情報  

記載内容： 「統一教会関連団体に年会費15,000円を2014年と2016年に支出」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 複数の報道で確認。2014年3月13日と2016年3月27日にそれぞれ1万5000円を世界平和女性連合に
支出

記載内容： 「発言回数152回」の具体的根拠
検証結果： △要確認
正しい情報： 朝日新聞の具体的調査結果の詳細が確認できない
根拠・出典： 国会議員白書には詳細な発言データがあるが、152回という具体的数字の出典は未確認

記載内容： 「Twitterのフォロワー数約4万人」（2025年現在）
検証結果： △要確認
正しい情報： 正確な現在のフォロワー数は確認できない
根拠・出典： SNS分析サイトでも具体的な現在のフォロワー数は確認できず



記載内容： 「YouTubeチャンネル登録者数約6,800人」
検証結果： △要確認
正しい情報： 現在の正確な登録者数は確認できない
根拠・出典： 公式チャンネルは存在するが、具体的な登録者数は未確認

3. その他の重要な事実関係  

記載内容： 「ジャパンライフの宣伝チラシに『加藤大臣と会食した』と記載」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 複数のメディアが報道。2017年1月13日の会食後、ジャパンライフの宣伝チラシに「ジャパンラ
イフの取り組みを非常に高く評価していただきました」と記載

記載内容： 「2018年7月に統一教会系イベントに秘書が代理出席」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 岡山市内で開催された「復興記念・2018孝情文化ピースフェスティバルin OKAYAMA」に秘書を
代理出席させ祝電を送付

記載内容： 「当選8回のベテラン政治家」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaで8期目と確認

記載内容： 「2003年の衆院選で初当選」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 2003年11月、第43回衆議院議員総選挙で初当選（比例中国ブロック）

記載内容： こども基本法の「2023年4月1日施行」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： こども家庭庁公式サイトで確認

4. 誤りまたは要確認事項  

記載内容： 「働き方改革関連法案（2018年）」での加藤氏の具体的役割
検証結果： △要確認
正しい情報： 加藤氏の具体的な関与度合いについて詳細確認が必要
根拠・出典： 厚労相として関与は確実だが、「プランをまとめ上げ」という表現の正確性要確認

記載内容： 「幼児教育・保育の無償化」への加藤氏の具体的関与
検証結果： △要確認
正しい情報： 2019年開始の無償化政策への具体的関与度要確認
根拠・出典： 一億総活躍担当相としての関与は確認できるが、具体的な主導的役割は要確認

改善提案  

修正が必要な箇所の一覧  

1. 朝日新聞調査による「152回」の発言回数について、より具体的な出典を追加
2. SNS関連の数値（フォロワー数、登録者数）について、より正確な現在のデータに更新または「推定」であ
ることを明記

3. 一部の政策関与について、より詳細な事実確認を実施



追加確認が推奨される情報  

1. 加藤氏の具体的な政策立案への関与度
2. 最新のSNS関連数値
3. 国会発言の詳細な統計データ
4. 党内人事や委員会活動の詳細

総合評価  

記事全体として、基本的な事実関係（生年月日、経歴、主要な出来事）は正確性が高く、公式資料や複数の信頼
できる報道機関による裏付けがある。統一教会問題やジャパンライフ問題についても、複数の独立した情報源で
事実が確認できている。ただし、SNS関連の数値や一部の政策関与については、より詳細な確認が望ましい。
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